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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハンマー回転ドリル用のビットアセンブリーであって、
　本質的に穴の中央部分を掘削するように配置されたドリル本体（１）と、このドリル本
体（１）に取り付けられた１つ又はそれ以上の回転可能な回転ビット（２）又は回転不能
な非回転ビット（３）によって構成されるハンマービットと、を備えたドリルユニットを
有し、前記ハンマービットは、穴の外円を掘削するように配置され、前記ハンマービット
の外円は、ドリル本体（１）の掘削面（Ｌ１）よりもその掘削方向に向かって外側後方に
位置する掘削面（Ｌ２）を掘削するように配置され、前記ハンマービットは、ドリル本体
（１）に形成されたカウンターキャビティ（７）にさらに取り付けられ、このカウンター
キャビティ（７）の軸線方向（Ｓ）は、掘削方向と同じ方向を有するか、掘削方向から外
方にそれた方向のいずれかを有し、
　カウンターキャビティ（７）に取り付けられた前記ハンマービットを、前記ドリルユニ
ットの外径をより小さくするために、カウンターキャビティから出る途中の少なくとも一
部で、カウンターキャビティの軸線方向（Ｓ）から外れた方向に移動させることができる
ことを特徴とするビットアセンブリー。
【請求項２】
　前記回転ビット（２）のカウンターキャビティ（７）への取付け可能な部分は、前記回
転ビット（２）が掘削状況においてカウンターキャビティ（７）内で回転するようになっ
ている回転ピースである、請求項１記載のビットアセンブリー。
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【請求項３】
　前記非回転ビット（３）は回転ピースから外れ、カウンターキャビティ内では回転でき
ないようになっている、請求項１記載のビットアセンブリー。
【請求項４】
　穴の外円を掘削する前記回転ビット（２）は、ドリル表面の一部分（９）のみによって
掘削するように配置され、掘削中のビットアセンブリー全体の回転は、前記回転ビット（
２）をそれ自身の軸線を中心に回転させる、請求項１又は２に記載のビットアセンブリー
。
【請求項５】
　前記ハンマービットは、ビットアセンブリーに追従するケーシング管（４）の内側に全
体的に移動するようにカウンターキャビティ（７）から外に移動され、ビットアセンブリ
ーを穴から取り出し、ケーシング管を穴に残したままにすることが可能である、請求項１
記載のビットアセンブリー。
【請求項６】
　カウンターキャビティ（７）の側面形態は湾曲し、キャビティに取り付けられた前記回
転ビット（２）は、この回転ビット（２）をキャビティから取り出すとき、ドリル本体（
１）の中心軸線に向きを変える、請求項１記載のビットアセンブリー。
【請求項７】
　カウンターキャビティの側面形態は段状である、請求項１記載のビットアセンブリー。
【請求項８】
　前記ハンマービットのカウンターキャビティへの固定は、前記ハンマービットをカウン
ターキャビティから外側に所望の方向に必要な距離移動させる固定用アーム（６）を使用
することによって準備される、請求項１記載のビットアセンブリー。
【請求項９】
　カウンターキャビティは、ドリル本体（１）にあけられた穴に固定された別個のブッシ
ュ（５）によってドリル本体（１）の中に配置される、請求項１記載のビットアセンブリ
ー。
【請求項１０】
　穴の外円を掘削する前記ハンマービットは、固定用アーム装置（６）；（８）を取り外
すことによって交換することができる、請求項１記載のビットアセンブリー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ハンマー回転ドリル用のビットアセンブリーに関し、このビットアセンブリ
ーでは、ドリル本体が本質的に穴の中央部分を掘削するように配置され、ドリル本体に取
り付けられた１つ又はそれ以上のハンマービットは、穴の外円を掘削するように配置され
、掘削用ビットの前記外円は、ドリル本体の掘削面よりも掘削方向に遠く後に位置する掘
削面を掘削するように配置され、前記ビットは、ドリル本体に形成されたカウンターキャ
ビティにさらに取り付けられ、キャビティの軸線方向は、掘削方向と同じ方向を有するか
、掘削方向から外方にそれた方向のいずれかを有する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ケーシング管を掘削と関連して穴の中へ引き入れることができるように、掘削用
リングビットの外円が、外円を掘削する、掘削装置がフィンランド特許第９５６１８号に
よって知られている。ケーシング管が穴の中に残るようにドリル装置が穴から引き出され
るとき、リングビットも穴の底部に残らなければならない。
【０００３】
　また、大きな穴を掘削するための掘削装置がフィンランド特許８５３０２号によって知
られており、この装置では、中心に位置するビットが穴の中心部分を掘削し、ドリル装置
の外円に配置された別個のビットが穴の外円を掘削する。この場合、外円掘削用ビットは
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自己の回転ハンマー装置を要する。ドリル装置は、それが最終的に地面から自由空間へ進
入するとき、水平方向の穴の掘削に適用することができる。
【０００４】
　ケーシング管の中心軸線に関して偏心して取り付けられている回転ビットによって掘削
が行われるケーシング管掘削用偏心ドリルが十二分に知られており、これによって、ケー
シング管の直径よりも大きな穴を掘削することが可能である。掘削を中止するとき、ビッ
トを穴から引き出すことができ、そして、ケーシング管が穴に残されるようにケーシング
管の中心軸線に対するビットの偏心は変えられる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　これらの既知の問題に関する欠点は、リングビットが穴に残されるこれら掘削装置では
、穴ごとに比較的高価なビットが常にゆるんでいることである。
【０００６】
　偏心ビットを使用したとき、ビットは穴から持ち上げられるが、ビットの掘削面が穴の
掘削面よりも著しく小さいので、ビットは非常に早く磨耗するため、磨耗したビットをし
ばしば交換しなければならない。掘削ビットを互いに向かって引っ張ることができ、した
がって、ビットアセンブリーをケーシング管にかかわらず持ち上げることができるある掘
削装置では、ビットを互いに向かって引っ張る機構は複雑にしなければならず、ビットを
交換することは困難であり、かつビットは大変容易に損傷される。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　実際的な分野で、本発明によるビットアセンブリーによって、存在する問題を意外にも
解決することができ、本発明によるビットアセンブリーに関する特徴は、カウンターキャ
ビティに取り付けられたビットが、ドリルユニットの外径をより小さくするために、ビッ
トの少なくとも一部分をカウンターキャビティの軸線方向から外れた方向に移動させるこ
とができることである。
【０００８】
　本発明によるビットアセンブリーの利点は、直径３００～１０００ｍｍの大きな穴の掘
削がハンマー装置によって可能であり、ドリル本体内に取り付けられた多くの別々のビッ
ト及び掘削用ビットの外円のみのおかげで、全掘削表面積は、掘削された穴の前側表面領
域よりも小さくなる。ビットアセンブリーは、ビットが掘削面全体を強打するドリルを有
する装置よりも効果的で不便な大型のハンマー装置を必要としない。
【０００９】
　別個の外円掘削ビットは容易に交換することができる。さらに、本発明による外円掘削
ビットは、ビットアセンブリーが穴から引き出されるとき、ビットがケーシング管の縁で
内方に移動し、かくして、ビットアセンブリー全体の引き出しを可能にし、そしてケーシ
ング管が穴に残るように、ドリル本体に取り付けることができる。結果として、穴にむだ
が残らず、掘削が有利になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　図１は、掘削面レベルＬ１によって本質的に穴の中心部分を掘削するハンマードリル用
のドリル本体１を示す。穴の外円を掘削するための多くのより小さいビット２が、ドリル
本体１に取り付けられている。嵌め合い面は、湾曲したカウンター面７であり、その湾曲
は半径Ｒである。ビット２は、穴が仕上げられるようにするため、直径がケーシング管４
が必要とするよりも少し大きい穴を掘削する。ビット２は、その軸線に関して回転ピース
であるため、ビットがカウンターキャビティ７の中で回転することができる。回転が期待
され、望ましくは、ビット２の掘削面レベルＬ２がドリル本体１の掘削面レベルＬ１より
も掘削方向に、遠く後方に位置決めされることと、及びビット２が円の外縁に位置するビ
ット部分による以外の部分で掘削しないことにより、回転が確実にされる。図４には、ビ
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ット２が主としてそのビット部分で掘削する領域９が示されている。ドリルユニット全体
の回転により、モーメントがビット２に差し向けられ、このモーメントはビットをそれ自
身の軸線を中心に回転させる。
【００１１】
　ビット２は、ドリル本体１にあけられた穴の中に置かれた別個のブッシュ５を補助とし
て用いることによってドリル本体１に取り付けられる。例えばドリル本体１内に、必要な
カウンターキャビティ７をこの種のブッシュ５に機械加工することは容易である。図２で
は、段状に形成された変形例のカウンターキャビティアセンブリーが示されている。ビッ
ト２も段状設計を有する。カウンターキャビティへのビット２，２’の取り付けと、図に
描いた軸線方向Ｓは、好ましくは掘削方向と共に角度αをなす。カウンターキャビティの
方向Ｓは、掘削方向から有利には外方に外れている。角度αは有利には０°と３０°の間
である。カウンターキャビティの軸線方向は、図５ａにあるように、掘削方向と同じであ
る。それは、角度αが０°よりも大きければ、ドリルユニットの構造を少し容易にする。
【００１２】
　図３は、ドリルユニット全体が穴から引き出されるとき、本発明によるビットアセンブ
リーのビット２がどうしてケーシング管４の側方に動くかを示す。ビット２を固定するア
ーム６の材料は、それによりビット２を外に、そして必要とされる距離側方に移動させる
ように選択される。カウンター表面７の形態により、ビットが滑動し、内方に向きを変え
、カウンターキャビティの軸線の方向Ｓに全く移動しない。ケーシング管４はビット２の
移動を行う。ドリルユニット全体がケーシング管から取り出されるとき、ビット２はカウ
ンターキャビティの中に戻る。固定用アーム６は、例えば、ばね状であり、したがって、
伸縮性があり、少なくとも一点で曲がることが必要とされる。それは、全体的に引っ張り
抵抗のある材料で製造されてもよいし或いは組み合わせてもよく、後者の場合には、固定
用アームは、伸縮性のある部分と曲げ部分を別々に有する。ゴム、プラスチック、繊維材
料、スチールばね等が該当することになる。固定用アームの曲げは、関節継手によっても
解決することができる。掘削状況では、固定用アーム６はビット２，３にカウンターキャ
ビティに向けて応力を与える。固定用アーム６と可能なホルダー部分８は、好ましくはビ
ット２が回転するとき、一緒に回転する。
【００１３】
　図５では、ビット３は角張った形態を有し、これはカウンターキャビティ内で回転しな
い。しかしながら、ケーシング管４によって押し出されてキャビティの外にビット３を移
動させることが、図２及び図３に示されるのとちょうど同じ方法で、すなわち、湾曲又は
段状の側形態に基づいて、起こりうる。ビット３は、掘削段階で常に同じ部分を有し、ビ
ット３はビット２よりもわずかに早く磨耗する。しかしながら、ドリル本体１が穴から取
り外されたとき、ビット２，３の交換は、きわめて短い時間で済む。本発明によるビット
アセンブリーはより安価になるほど、より大きな穴があけられる。中央のビットは、１個
のフルサイズの中央ビットが穴全体をその１つのビットのみによってあけたときよりも、
長い寿命と小さいひずみを有する。また、ハンマー装置は、総ビット表面積が全体の掘削
の掘削面に一致しないとき、パワーがより小さい。穴の掘削は、必要とされる大型ハンマ
ー装置を用いることによって１つのビットで掘削することと比べて、本発明による方法に
よって行われる時間が当然わずかにかかる。
【００１４】
　図５ａは、ビット３がそのカウンターキャビティ内に位置する場合の非回転ビット３の
断面図である。カウンターキャビティの軸線方向Ｓは掘削方向と同じである。ドリルユニ
ットを穴から引き出し始めるとき、ケーシング管４の前縁はビット３を押すので、ビット
３はドリル本体１の中心軸線に向きを変え始める。アーム６は伸びて曲がり、ビット３は
ケーシング管を通過することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】ドリル本体に取り付けられた掘削ビットの外円の断面図を示す。
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【図２】変形例のビットの取付けを示す。
【図３】ケーシング管で内方に移動するビットを示す。
【図４】前から見た図１のビットアセンブリーを示す。
【図５】前から見た変形例のビットアセンブリーを示す。
【図５ａ】ドリル本体に取り付けたビットの断面図を示す。

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図５ａ】
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